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《ノート》

SPAC　T4　RIA　KitおよびSPAC　T3　Uptake　Kit

　　　　　　　　による甲状腺機能検査

Thyroid　Function　Test　by　RIA　Kit（Solid　Phase）of　SPAC　T4　and　SPAC　T3
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　甲状腺ホルモンのTBPに対する結合予備能を

利用した12510r　1311－T3　uptakeとCPBAおよ

びRIAによる血中T4の測定は簡易かつ正確に

血液中の甲状腺ホルモン量を間接または直接に知

る方法として広く普及してきており，多くのKit

が市販されている．

　われわれが今回報告するSPAC　T3　uptake　kit

およびSPAC　T4　RIA　kitは，いずれもT3また

はT4の抗体を試験管底の内面に塗布した固相法

を利用したもので，これに被検血清25μ1と標識

甲状腺ホルモンを加え，混和後，前者は室温，後

者は37°Cにて1時間incubation後，　Decanta－

tion，放射能測定の操作で，きわめて簡易に，し

かも同一試験管で操作を終始し得，遠沈などを要

せず，最近開発されているfull　automaticの試料

計測システムにも適合しやすく，血清量も　25μ∫

と少ないなど，優れた利点を有するKitと考え，
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基礎的，臨床的検討を加えたので報告する．

1．　SPAC　T3　Uptake　Kit

　方　法

　Kitには50本の抗体塗布試験管があるものと

100本のものとがある．内容は，

　（1）　1251－T3液（Buffer　55　ml中に100±25　P9／

m1のT3を含み，総放射能10μCi以下）

　（2）標準血清（凍結乾燥血清に蒸留水5mlを

加え20～30分間放置）

　（3）抗体塗布試験管（管底内面にT3抗体を塗布）

　より構成される．

　検査方法は，

　（1）標準血清，被検血清の25μ1をそれぞれ別

の抗体塗布試験管に加え，

　（2）これに1251－T31m1を加え，軽く混和し，

　（3）室温（23°C前後）で60分間incubationし

た後にdecantation，

　（4）試験管の放射能測定

　（5）T3　uptake　Index（または％）

　　　＿被検血清CPM
　　　　標準血清CPM
　　　×normalizing　factor（×40％）

Key　words：Thyroid　function　test，　Radioimmunoassay，

Solid　phase，　in　vito　test
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80 核医学　16巻1号（1979）

　normalizing　factorはkitに表示されてあり，

dataの表現形式はIndexと％とがある．

　成　績

　1）基礎的検討

　再現性：正常者，甲状腺機能充進症，甲状腺機能

低下症の3種の血清について，それぞれ10回測定

し，それぞれ40．4土0．7％（CV　1．8％），48．1士0．9％

（CV　1．9％），30．2土0．7％（CV　2．3％）の値を得，

単純くり返しによる再現性は良好であった　（Fig．

1）．ロット間変動については治験期間の関係で2

組についてしか比較検討できなかったが，上記と

同様正常者，甲状腺機能充進症，甲状腺機能低下

症の3種の血清にっいての成績はTable　1のご

とくで，ロット間変動は少なく再現性良好であっ

た．

　Incubation：時間と温度による影響について検

討した．時間については，15，30，45，60，90，120

分の各時間，正常者，甲状腺機能充進症，甲状腺

機能低下症の血清についてそれぞれ5回ずつ計測

し，Fig．2のごとき結果を得た．すなわち甲状腺

機能低下症では，検討した時間の範囲内では著明

でなかったが，甲状腺機能充進症の血清では，そ

のT3　Uptakeは時間の経過と共に漸次正常血清

の値に近接した．

　Incubationの温度の影響についても，同じく

正常者，充進症，低下症の血清について，4，25，

37°Cについて検討し，それぞれ5回ずつ計測し，

Fig．3のごとき成績を得た．これも時間の延長に

よる影響と同様，温度が上昇するに伴い，充進症

の血清ではT3　uptakeは著しく低下し，甲状腺

機能低下症では上昇し，いずれも正常者の値に近

接してきた．

　2）　臨床的検討

　正常者56例，各種甲状腺疾患87例，計143例の

血清について，SPAC　T3　uptake　kitにより測定

した成績は，Table　2，　Fig．4のごとくであった．

　正常値：正常者56例のT3　uptakeは31～48％，

37．5土4．7％で，平均値±2S．D．で28～47％で

あった．

　各種甲状腺疾患の値：甲状腺機能充進症32例は

SPAC　T3
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Fig．1　Reproducibility　of　T3　Uptake　values　by　SPAC

　　　T3　Uptake　kit　in　Euthyroid，　Hyperthyroid　and

　　　Hypothyroid．

Table　1 Difference　of　T3　Uptake　values　on　different

lot　of　SPAC　T3　Uptake　kit．

T3　Uptake　values（％）

Thyroid　Status Mean土SD．（C．V）

Lot　No．106 Lot　No．114

Euthyroid　　　　　38．5土1　．0（2．6）　　41．3土0．9（2．1）

Hyperthyroid　　46．8土1．0（2．2）　48．4土1．5（2．6）

Hypothyroid　　　29．4±1．2（4．0）　31．4土1．3（4．0）

38～68％，平均56．2土7．8％，甲状腺機能低下症12

例，25～34％，平均30．8±3．4％で，正常者と甲

状腺機能充進症との分離は比較的良好であったが，

甲状腺機能低下症と正常者との間ではかなりdata

の重なり合いが見られた．単純性甲状腺腫ではび

漫性4例，結節性22例で，両者ともほぼ正常者と

同様の分布を示したが，前者は例数は少ないが，

やや低値を示した．悪性甲状腺腫4例も同様の傾

向を示した．慢性甲状腺炎12例はやや低値の分布

を，亜急性甲状腺炎1例はやや高値を示した．

　諸種甲状腺機能検査値との相関：SPAC　T3　up一
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SPAC　T4　RIA　KitおよびSPAC　T3　Uptake　Kitによる甲状腺機能検査

Table　2
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　　　　Uptake　values　by　SPAC　T3　Uptake　kit．

takeと同様の固相法に基づく，　Gamma　Coat　T3

uPtake2）との相関は＋0．86，13tl－T3　resin　sponge
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Fig．4　Distribution　of　T3　Uptake　values　by　SPAC　T3

　　　　Uptake　kit　in　various　thyroid　status．

によるTriosorb値とは＋0．87の相関を示した．

その他CPBAによるT4測定法であるThyopac－4

によるT4値とは＋0．82，　T3測定法としての固

相法Gamma　Coat　T3　RIAによるT3値とは

＋0．77，PEGを利用したT3　RIA　II　kitによる

T3値とは＋0．78といずれもかなり良好な相関を

示した．

　考　案

　T3　uptakeを測定するための，新しいSPAC　T3

uPtake　kitについて，　T4の間接測定法としての使
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Table　3

核医学　16巻1号（1979）

Correlation　of　T3　Uptake　values　by　SPAC　T3　Uptake　kit　with　other　various

thyroid　function　tests．

　　　　　　Gammacoat　T3Triosorb
　　　　　　　Uptake

　　　　　　GammacoatThyopac－4
　　　　　　　T3－RIA

T3－RIA　II

SPAC　T3　Uptake 0．87 0．86 0．82 0．77 0．76

用経験を報告し，その有用性を述べた．T3　uptake

は甲状腺ホルモンのTBPに対する結合度から間

接的に甲状腺ホルモンを測定するものであり，昭

和38年ごろよりTriosorbを始め多くのT3　uPtake

kitが相次いで市販され，優れた甲状腺機能検査

の1つとして広く利用された．その後　CPBA，

RIAにより血中甲状腺ホルモンを直接測定でき

る方法が次々と開発され，T3　uptakeの利用の増

加は頭打ちの傾向を示している．しかしT3　up－

takeはTBGの不飽和結合部位の測定として，

TBGの異常のない時はT4の間接測定として有

用であり，TBGの異常のある時はT4とT3　up－

takeが平行せず，　TBGの異常の検出に簡易な優

れた方法として利用し得る．また，T4とT3－

uPtakeとからFree　Thyroxine　Indexを求めれば，

TBPの異常を除外した正しい甲状腺機能検査成

績を得ることもできる．従って，われわれは甲状

腺疾患を疑う患者の初診時にはT4，　T3，　TSHな

どと共にT3－uptakeを計測し，　T4の間接的測定

法として使用すると同時に，TBGの異常の検出

に利用しており，この意味でもT3　uptake　kitの

利用は未だ続くものと思われる．

　今回報告したSPAC　T3　uptake　kitは試験管の

内壁に抗体を塗布し，これに被検血清と　1251－T3

を加え，incubation後，　decantationし，試験管

内の放射能を計測し，計算する方法的には簡易な

ものであり，使用血清量も25μ万と少なく，今後

広く利用されると思われ，その評価を検討した．

　基礎的条件：再現性，Incubation条件の影響に

ついて検討した．

　再現性は単純くり返しとロット間変動について

検討したが，前述の如くいずれも良好で特に問題

は見られなかった．

　Incubationについては時間と温度について検討

した．時間についてはT3　uptakeの値は時間が

延長するほど，充進症でも低下症でも正常者の

T3　uptake値に近接してきたが，これは正常者に

おけるT3と抗体の結合が時間と共に漸増するの

に比し，甲状腺機能充進症では1251－T3と抗体

の結合が短時間で高率に見られ，その後の時間で

の増加率が低いためであろう．

　Incubation温度についても，その上昇に伴い，

充進症ではT3　uptakeは漸次低下し，低下症で

は逆に上昇し，正常者の値に近接したが，温度が

上昇すると共にいずれの血清でも1251－T3と抗体

との結合が上昇し，3者の間に差が少なくなった

ためであろう．従って，Incubationに適当な時

間はT3　uptakeの値が比較的安定し，しかも3者

の分別が良好な60分前後，温度として25°C前後

が適当な条件であり，これを一定にして検査を行

なった方が適切と思われた．

　臨床的検討：正常者56例，各種甲状腺疾患87例，

計143例の血清について検討した．正常者の値を

平均値土2S．D．で表現すると，37．5±4．7％，28～

47％となった．これをTriosorbによるT3－uptake

の値と比較すると，下限で5％，上限で10％前

後高値となる．そして正常者と甲状腺機能充進症，

特に甲状腺機能低下症との間のT3－uptakeの成績

に重なり合いが見られたが，これは本kitによる

T3　uptake値のみでなく，　T3－uptake　kitに共通し

た欠点であり，TBPの影響も関与していると思

われる．

　SPAC　T3　uptakeの値を他のin　vitro　testと比

較すると，T3　resin　sponge　uptakeであるTriosorb

値とは＋0．87，本法と同じ原理に基づくGamma

Coat　T3　uptakeによる値とは＋0．86でいずれも良
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SPAC　T4　RIA　KitおよびSPAC　T3　Uptake　Kitによる甲状腺機能検査

好な相関を示し，他のT3，　T4測定法によるT3，

T4値ともいずれも良好な相関を示した．

　要　約

　SPAC　T3　uptakeによる甲状腺機能検査は他の

T3　uptake　kitに比し，方法的に著しく簡易で，使

用血清量も25μ1と少なく，その臨床成績も他の

T3－uptake，　T3，　T4の測定法による値とも良好な相

関を示し，今後広く利用されるT3　uptake測定用

kitと考えられた．

II．　SPAC　T4　RIA　Kit

　方　法

　kitには50本の抗体塗布試験管よりなるものと，

lOO本よりなるものとがある．内容は，

　（1）1251－T4液（Buffer　55　m1中に900μg／m／の

ANSと10μCi以下の1251－T4を含む）

　（2）標準血清（0，2，5，10，20，40μ9／dlのT4

血清おのおの0．5m1）

　（3）抗体塗布試験管（管底内面にT4抗体を塗布）

　より構成される．

　検査方法は，

　（1）標準血清，被検血清の25μ1をそれぞれ別

の抗体塗布試験管に加え，

　（2）これに1251－T41　mlを加え，軽く，混和，

　（3）温浴（37⊃土1℃）で60分間incubationし

た後にdecantation，

　（4）試験管の放射能測定

（5）B／B・・6一被鵠濡監藷青9P量PM

　　　　　　　×Ioo

　（6）標準曲線に挿入し，T4量を読みとる．

　成　績

　1）　基礎的検討

　再現性については単純くり返しとロット間変動

について，正常者，甲状腺機能充進症，甲状腺機

能低下症の血清により行なったe・

　単純くり返しでは，これら3種の血清について，

それぞれ10回測定したが，正常血清では8．0±0．3

μg／d1（CV．4．3％），甲状腺機能充進症では19．9土

0．8μg／d1（C．V．4．0％），甲状腺機能低下症では2．8

83

土0．2μ9／dl（C．V．6．2％）で，単純くり返しによる

再現性は良好であった（Fig．5）．

　ロット間変動については，治験期間の関係で，

2組にっいて比較検討したが，上記と同様3者の

血清について行ない，Table　4のごとくロット間

での変動はきわめて少なく，再現性良好であった．

　Incubationは，時間と温度の影響について検討

した．時間については，15，30，45，60，90，120分

の各時間，正常者，甲状腺機能充進症，甲状腺機

能低下症の3種の血清についてそれぞれ5回ずつ

計測し，Fig．6のごとき結果を得た．すなわち上

記の検討時間の範囲内では，時間の延長と共にや

やT4値が低下する傾向は見られたが，有意差が

なく，incubation時間の60分は適切であると思わ

れた．

SPAC　T4

　（Pgfdl）
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Fig．5

Table　4
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●　Hyperthyroid

oHypothytoid

Reproducibility　of　T4　values　by　SPAC　T4　RIA

kit　in　Euthyroid，　Hyperthyroid　and　Hypo－

thyroid．

Difference　of　T4　values　on　different　lot　of

SPAC　T4　RIA　kit．

T4　values（＃9／dt）

Thyroid　Status Mean土S．D．（CV）

Lot　No．5308203　Lot　No．5318204

Euthyroid　　　　8．2土0．3（3．2）

Hyperthyroid　　21．1±1．0（4．9）

Hypothyroid　　　2．7±0．1（3．0）

8．1：to．2（2．9）

20．5土0．5（2．2）

2．8士0．1（4．6）
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spAC　T4

　（Jigldl）
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Table　5 T4　values　by　SPAC　T4　in　various　thyroid

statUS．

Thyroid　Status
No．　of

Cases

T4　Values（μ9／dl）

Range　　Average

oEuthyroid
●Hyperthyroid
oHypothyrroid

1°

＼＼＿＿＿＿一．一一一＿一｝

Euthyroid

Hyperthyroid

Hypothyroid

Simple　diffuse　Goiter

Simple　nodular　Goiter

Chronic　Thyroiditis

Subacute　Thyroiditis

Malignant　Goiter

9
8
8
5
8
1
3
2

3
〔
∠
　
　
　
1
1

5．0－－12．4　　8．1土1．7

14．5－30．0↑　22．7土5．7

0．2－4．7　　2．3土2．0

6．4－　8．7　　　7．3土0．9

6．6－12．5　　8．8土2．1

0．2－11．7　　　5．5土3．1

10．6－18．0　　13．7±3．8

7．1－8．4　　7．8土0．9

5

一一〇c－．一。
　　0
　　　15　　　　30　　　　45　　　　60　　　　　　　　　90　　　　　　　　　120

　　　　　　　　　　　　　ibCubation　Tlme　「min）

Fig．6　1nfluence　of　incubation　time　on　T4　values　by

　　　SPAC　T4　RIA　kit．

SPAC　T4

　（P＆dD
22

20

15

10

5

．一一一一／’一’一一一一e

　　　　　　　　　　O　Euthyroid
　　　　　　　　　　●　Hyperthyroid
　　　　　　　　　　◎Hypothyroid

　　0
　　　　4　　　　　　　　　　　　25　　　　　　37
　　　　　　　　　　　　1ncubati・n　Temperature（’C）

Fig．7　1nfluence　of　incubation　temperature　on　T4

　　　values　by　SPAC　T4　RIA　kit．

　Incubation温度による影響については，上記同

様3種の血清を用い，4°C，25°C，37°Cについて

それぞれ5回ずつ計測し，比較検討したが，その

成績はFig．7のごとき成績を得，この3条件下

ではほとんど温度の影響はなく，室温で測定する

ことの可能性が示唆された．

　2）臨床的検討

　正常者39例，甲状腺機能充進症28例，甲状腺機

能低下症8例，単純性び漫性甲状腺腫5例，単純

性結節性甲状腺腫18例，慢性甲状腺炎ll例，亜急

性甲状腺炎3例，悪性甲状腺腫2例，計ll4例に

ついて検討した．

　正常者のT4値：正常者39例のT4値は5・0～

12．4μ9／d1，平均値土S．D．で8．1土1．7μ9／d1，平

均値±2S．D．で4．5～11．5μ9／dlとなり，従来

のCPBA，　RIAによるT4の正常範囲と一致して

いた．

　各種甲状腺疾患のT4値：甲状腺機能充進症28

例のT4値は，14．5～30．0μg／d1，8例は30．0μg／

dlまたはそれ以上，全例14μ9／dt以上で，甲状

腺機能低下症8例は0．2～4．7μg／d1で，全例5μg／

d1以下であった．従って，正常者と甲状腺機能充

進症，また，正常者と甲状腺機能低下症の間には

dataの重なり合いがなく，よく分別されていた．

他の甲状腺疾患についてはTable　5，　Fig．8のご

とく，単純性甲状腺腫は23例全例が正常範囲，悪

性甲状腺腫2例も正常範囲，慢性甲状腺炎11例は

正常値またはそれ以下，亜急性甲状腺炎3例は正

常値またはそれ以上を示し，いずれも従来のT4

測定法による成績と同傾向を示した．

　諸種甲状腺機能検査値との相関：従来広く行な

われているCPBAの1っであるThyopac－4によ

るT4値との相関は＋0．97であり，　PEGを利用

したT4－RIA　PEG　PACとも＋0．97とそれぞ

れ高度の相関を示した（Fig．9，10）．また，　SPAC
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Fig．8　Distribution　of　T4　values　by　SPAC　T4　in　various

　　　　　thyroid　status．

SPAC　T4（判1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1㌔一RlA　Fε6P邊CO「f5L）

Fig．10　Correlation　of　T4　values　by　SPAC　T4　with

　　　　　those　by　T4－RIA　PEG　PAC．

Table　6　Correlation　of　T4　values　by　Gammacoat　T4

　　　　　　and　SPAC　T4　with　other　various　thyroid

　　　　　　function　tests

SPAC・T4（呪1）

so

25

20

t5

10

Gammacoat
　　　T4 SPAC　T4

Gammacoat　T4
SPAC　T4
RIA－Mat　T4

T・4．RIA　KIT　II

T4－RIA　PEG　PAC

Thyopac・4
Triosorb

T－3．RIA　KIT　II

Gammacoat　T3
1311．T．U．R．

十〇．97

一ト0．97

十〇．97

十〇．98

十〇．98

ヨー0．91

十〇．90

十〇．88

十〇．76

十〇．97

o

十〇．97

十〇．97

十〇．97

十〇．97

十〇．92

十〇．89

十〇．87

十〇．76

5

。靴党・

10
砺叩ac－4（惰1）

Fig．9　Correlation　of　T4　values　by　SPAC　T4　with

　　　　　those　by　thyopac－4

T4と用じ原理のGamma　Coat　T4によるT4値

とも　＋0．97，その他のT4測定法であるRIA－

MAT　T4，T4　RIA　KIT　IIによるT4値ともいず

れも＋0．97の優れた相関を示した．その他T3

resin　sponge　uptakeであるTriosorbとは＋0．92，

T3測定法3）であるT3－RIA　KIT　II，　Gamma　Coat

T3とはそれぞれ十〇．89，十〇．87の良好な相関を

示した．なお，1311甲状腺摂取率との相関は

十〇．76であった（Tabl　e　6）．
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　考　案

　Radioassay　による　T4の測定は，　CPBA4），

R】［A5・6）によるものを合わせると，20種近くの

kitが国内ですでに使用されており，　RIによる

甲状腺機能検査として不可欠のものとなっている．

今回，われわれが報告したSPAC－T4　kitは抗体

を試験管底の内面に塗布した固相法に基づくもの

で，これに被検血清，t251－T4を加え，　incubation

後，decantationし，試験管の放射能を計測すれ

ばよいというきわめて簡単なもので，全操作時間

はきわめて短く，必要血清量も25μ1と少なく，

遠沈も不要で，最近開発されてきているful1　auto－

matic　systemにも適用しやすく，今後広く普及す

るものと考え，その評価を検討した．

　基礎的検討として再現性については，単純くり

返しと，ロット間変動について検討したが，いず

れも再現性良好で問題は見られなかった．

　Incubationについて，時間は15～120分にわた

り検討したが，この間のT4値については大差が

なく，45～60分ではその測定値も安定し良好であ

った．温度については，4°C，25℃，37°Cにっい

て検討したが，25°C，37°Cでは正常者，元進症，

低下症のいずれの血清でもT4値に差がなく，温

度は37℃でなくても室温で充分ではないかと考

えられたが，今後さらに検討したい．

　臨床的検討としては，正常者39例，各種甲状腺

疾患75例について，そのT4値，特に正常値，従

来行なわれているCPBA，　RIAによるT4値と

の相関について検討した．正常者のT4値は，8．1

土1．7μ9／dlで，平均値土2　S・D・で，4・5～11・5

μ9／dlとなり，従来の各種測定法によるT4値と

全く同様の値を示した．甲状腺機能充進症は，新

鮮な無処置例のみではあるが，28例全例が145

μ9／dl以上であり，甲状腺機能低下症8例はすべ

て4．7μg／dl以下で，正常者，充進症，低下症と

の間にdataの重なり合いは見られなかった．ま

た，CPBAによるThyopac－4，　PEGを利用した

T4－R】［A　PEG　PAKによるT4値とはそれぞれ

十〇．97と高度の相関を示し，SPAC－T4　kitのT4

測定値の信頼性を確認し得た．

　要　約

　RIAの固相法に基づく，　SPAC－T4　Kitによる

T4の測定値は，再現性良好であり，使用血清量

は25μ1と少なく，incubation時間は45～60分，

incubation温度は室温で可能であり，その臨床成

績は正常者，甲状腺機能元進症，甲状腺機能低下

症の間での，dataの重なり合いが少なく，正常値

は8．1±1．7μ9／dlで，従来のCPBA，　RIAによる

T4測定値と一致し，その相関も＋0．97と高度の

相関を示し，簡易な測定法で正しく甲状腺機能を

反映する固相法によるSPAC－T4　kitは今後広く

利用されると考え報告した．
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